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当面の活動と成果予定物

8月

7月

6月

5月

4月

・諸外国の取組を見ながら順次実
施

・日米クロスウォーク2の成果公表
・レッドチームの手順書作成

・評価観点の公表

・米国AI RMFの翻訳
・調査事業方針の整理
・日米クロスウォーク1の成果公表

AIセーフティサミット

G7サミット 各種の政府戦略の公表

AI事業者ガイドライン公表

・グローバルな確認が可能になる
・テスト手法がわかる

・評価のポイントがわかる

・セーフティに関する基礎情報を提供
・今後の計画概要がわかる
・グローバルな確認が可能になる

AISIの活動/成果物 政府の動き 効果
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AISI関連活動の成果実現に向けた直近の取組
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⬧ AI活用の流れの中で、各ステークホルダが対応すべきことを明確化
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AI事業者ガイドライン（総務省、経済産業省）の概要
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⬧ 米国NISTのAI Risk Management Framework(RMF)と日本のAI事業者ガイドラ
イン(Guidelines for Business; GfB)の相互関係を確認

• 米国のAI RMFをリファレンスに各国ガイドライン等との確認も可能

• 米国AI-RMFの日本語訳も実施中 5

日米ガイドラインのクロスウォークの概要

ISO-IEC-42001

AI RMF

Reference

FDIS23894

OECD/EU/EO13960

Singapore AI Verify

BSA Framework

AI Taxonomy of 
trustworthiness for AI

AI事業者ガイドライン
（GfB）

米国の
視点

日本の視点
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⬧ クロスウォーク１の成果を公開（4月30日）

• 経産省、米国NISTでもツイート

⬧ クロスウォーク２キックオフ（5月1日）

• 8月に成果公開予定

6

日米クロスウォークの成果
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⬧ AIセーフティ関連調査（公開済）

• 米国におけるAI政策最新動向調査［参考資料１］

• 米国におけるAIのセキュリティ脅威・リスクの認知調査［参考資料２］

⬧ 評価手法、レッドチーミング関連調査（調査開始）

• 評価手法、レッドチーミング関連ドキュメント作成

⬧ 国内関連団体調査（一次取りまとめ済）

• コミュニティー形成やコラボレーションのための基礎調査

⬧ テストベッド（内部検討中）

• 国内外事例含め検討中

⬧ 標準（関係機関調整中）

• SC42等の現在の推進状況と国際的なポジショニングの調査 7

関連調査
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⬧ AISI関連のトップレベルの連携

• スタンフォード大学AIシンポジウム（スタンフォード、4月16日）
• 米国・英国AISIの所長等とパネルディスカッション、並行した各国間意見交換

• AIソウル・サミット（ソウル、5月21-22日）
• ハイレベルラウンドテーブル他、米英EU加などと意見交換

• 同時開催のAIグローバルフォーラムでアジア、アフリカ諸国等を含む議論に参加

• シンガポールのアジアTech xサミット（オンライン、5月31日）
• 米国AISIの所長等とパネルディスカッション

⬧ 各国との意見交換

AI関連事業者及び団体との事務レベルの意見交換を積極的に実施
• 米国、英国、EU、シンガポール、オーストラリア、韓国との意見交換

• 事業者等のエグゼクティブとの意見交換

• GPAIワークショップ（パリ）参加（事務局、5月22・23日）
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国際連携

スタンフォード大学でのAIシンポジウム

AIソウルサミット同時開催のグローバル
フォーラム
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⬧ 日本の強み分野の特定、ビジョンの作成

（例）

• ホリゾンタル：データ品質、ロボティックス、ＩｏＴ等

• バーティカル：工場・プラント、ロボット、ヘルスケア等、特定分野での具体的な検討

⬧ 情報発信の強化

• Web等発信強化

• 国際会議のタイミング（10月、1月）のアウトプット検討

• 関係機関の取り組み状況の収集

⬧ 独法、国研等とのパートナーシップ【順次】

• パートナーシップ協定の確定、 参画依頼。 パートナーシップ事業の登録検討などの調整

⬧ ベストプラクティスや関連事例集の収集・公表【随時】

• 各省庁、パートナーシップ参画機関における事例の収集

• 関係機関のご協力を得つつ、AISIとしても国内外へ情報発信

⬧ 民間企業との協力関係整理
9

今後の取り組み予定
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AISI
Japan AI Safety Institute
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